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【 請 求 項 １ 】

　 内 視 鏡 用 の 電 気 接 続 ピ ー ス に お い て 、 前 記 内 視 鏡 の 画 像 生 成 ユ ニ ッ ト の 密 閉 式 貫 通 接 続

（ １ ０ ） の 接 点 ピ ン （ １ １ ） 用 の 接 点 開 口 （ １ ２ ） に よ っ て 貫 通 さ れ る 中 央 セ ク シ ョ ン （

３ １ ） を 有 す る 少 な く と も 部 分 的 に フ レ キ シ ブ ル な 回 路 基 板 （ ３ ０ ） を 備 え 、 前 記 回 路 基

板 （ ３ ０ ） は 、 前 記 中 央 セ ク シ ョ ン （ ３ １ ） か ら 異 な る 方 向 に 分 岐 す る 屈 曲 可 能 な 第 １ の

ア ー ム （ ３ ２ ） 及 び 屈 曲 可 能 な 第 ２ の ア ー ム （ ３ ３ ） を 更 に 備 え 、 前 記 第 １ の ア ー ム （ ３

２ ） は 、 前 記 中 央 セ ク シ ョ ン （ ３ １ ） か ら 外 方 を 向 く 前 記 第 １ の ア ー ム （ ３ ２ ） の 端 に お

い て 、 平 坦 な 第 １ の 端 表 面 （ ３ ６ ） を 備 え 、 前 記 第 ２ の ア ー ム （ ３ ３ ） は 、 前 記 中 央 セ ク

シ ョ ン （ ３ １ ） か ら 外 方 を 向 く 前 記 第 ２ の ア ー ム （ ３ ３ ） の 端 に お い て 、 平 坦 な 第 ２ の 端

表 面 （ ３ ７ ） を 備 え 、 ス ト リ ッ プ 導 体 （ ｓ ｔ ｒ ｉ ｐ 　 ｃ ｏ ｎ ｄ ｕ ｃ ｔ ｏ ｒ ｓ ） は 、 前 記 接

点 開 口 （ １ ２ ） と 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 端 表 面 （ ３ ６ ， ３ ７ ） 内 に 存 在 す る 第 １ の 電 気 接 触

表 面 （ ３ ４ ， ３ ５ ） と の 間 に 延 在 す る 、 電 気 接 続 ピ ー ス で あ っ て 、 対 称 軸 （ Ａ ） に 対 し て

鏡 像 対 称 で あ る 接 点 割 当 て は 、 前 記 接 点 開 口 （ １ ２ ） に つ い て 提 供 さ れ 、 更 に 、 前 記 第 １

の ア ー ム （ ３ ２ ） は 、 平 坦 な 前 記 第 １ の 端 表 面 （ ３ ６ ） に 対 向 す る 平 坦 な 第 ３ の 端 表 面 （

３ ６ ａ ） を 備 え 、 前 記 第 ２ の ア ー ム （ ３ ３ ） は 、 前 記 第 ２ の 端 表 面 （ ３ ７ ） に 対 向 す る 平

坦 な 第 ４ の 端 表 面 （ ３ ７ ａ ） を 備 え 、 更 な る ス ト リ ッ プ 導 体 は 、 前 記 接 点 開 口 （ １ ２ ） と

前 記 第 ３ 及 び 第 ４ の 端 表 面 （ ３ ６ ａ ， ３ ７ ａ ） 内 に 存 在 す る 第 ２ の 電 気 接 触 表 面 （ ３ ４ ａ

， ３ ５ ａ ） と の 間 に 延 在 し 、 前 記 第 １ の 電 気 接 触 表 面 （ ３ ４ ， ３ ５ ） は 、 第 １ の 接 点 技 術

及 び ／ ま た は 接 点 割 当 て を 使 用 し て 接 触 す る た め に 構 成 さ れ 、 前 記 第 ２ の 電 気 接 触 表 面 （

３ ４ ａ ， ３ ５ ａ ） は 、 異 な る 第 ２ の 接 点 技 術 及 び ／ ま た は 接 点 割 当 て を 使 用 し て 接 触 す る

た め に 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 電 気 接 続 ピ ー ス 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 ア ー ム （ ３ ２ ， ３ ３ ） は 、 前 記 中 央 セ ク シ ョ ン （ ３ １ ） か ら 反 対 方 向 に 分 岐 し 、 前

記 対 称 軸 （ Ａ ） は 、 前 記 ア ー ム （ ３ ２ ， ３ ３ ） の 長 手 方 向 （ Ｌ ） の 共 通 方 向 に 少 な く と も

ほ ぼ 平 行 ま た は 垂 直 に 延 在 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 電 気 接 続 ピ ー ス 。

【 請 求 項 ３ 】
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　 任 意 選 択 で 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 端 表 面 （ ３ ６ ， ３ ７ ） 内 の 前 記 第 １ の 接 触 表 面 （ ３ ４

， ３ ５ ） ま た は 前 記 第 ３ 及 び 第 ４ の 端 表 面 （ ３ ６ ａ ， ３ ７ ａ ） 内 の 前 記 第 ２ の 接 触 表 面 （

３ ４ ａ ， ３ ５ ａ ） は 、 更 な る 電 気 接 続 要 素 に 接 続 さ れ 得 る ま た は 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と

す る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 電 気 接 続 ピ ー ス 。

【 請 求 項 ４ 】

　 互 い に 異 な る 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 接 点 技 術 は 、 以 下 の リ ス ト ： は ん だ 付 け 、 プ ラ グ 接 続

、 角 の ビ ア に よ る 接 続 、 の 中 か ら 選 択 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 電 気 接

続 ピ ー ス 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 回 路 基 板 （ ３ ０ ） の 前 記 底 表 面 （ ３ １ ） 及 び ／ ま た は 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 端 表 面 （

３ ６ ， ３ ７ ） な ら び に 前 記 第 ３ 及 び 第 ４ の 端 表 面 （ ３ ６ ａ ， ３ ７ ａ ） の １ つ ま た は 複 数 は

、 強 化 さ れ る 、 及 び ／ ま た は 、 前 記 ア ー ム （ ３ ２ ， ３ ３ ） よ り フ レ キ シ ブ ル で な い こ と を

特 徴 と す る 、 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 電 気 接 続 ピ ー ス 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 第 １ の ア ー ム （ ３ ２ ） 及 び 前 記 第 ２ の ア ー ム （ ３ ３ ） は 、 少 な く と も ほ ぼ 同 じ 長 さ

を 有 し 、 互 い の 上 部 に 平 坦 に 少 な く と も 部 分 的 に 設 置 さ れ 得 る 、 ま た は 、 設 置 さ れ 、 重 ね

合 さ れ た 状 態 に お い て 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 端 表 面 （ ３ ６ ， ３ ７ ） ま た は 前 記 第 ３ 及 び 第

４ の 端 表 面 （ ３ ６ ａ ， ３ ７ ａ ） は 前 記 中 央 セ ク シ ョ ン （ ３ １ ） か ら 外 方 を 向 き 、 前 記 重 ね

合 さ れ た 状 態 に お い て 、 前 記 中 央 セ ク シ ョ ン （ ３ １ ） と 共 に 、 実 質 的 に 対 称 な 三 角 形 を 形

成 し 、 前 記 重 ね 合 さ れ た 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 、 及 び 第 ４ の 端 表 面 （ ３ ６ ， ３ ６ ａ ， ３ ７ ， ３

７ ａ ） は 、 前 記 画 像 生 成 ユ ニ ッ ト の 中 心 軸 ま た は 回 転 軸 上 に 実 質 的 に 設 置 さ れ 得 る ま た は

設 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ か ら ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 電 気 接 続 ピ ー ス 。

【 請 求 項 ７ 】

　 平 坦 安 定 化 本 体 （ ４ ０ ） が 含 ま れ 、 前 記 安 定 化 本 体 は 、 前 記 重 ね 合 わ さ れ た 第 １ 、 第 ２

、 第 ３ 、 及 び 第 ４ の 端 表 面 （ ３ ６ ， ３ ６ ａ ， ３ ７ ， ３ ７ ａ ） の 間 に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴

と す る 、 請 求 項 １ か ら ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 電 気 接 続 ピ ー ス 。

【 請 求 項 ８ 】

　 前 記 安 定 化 本 体 （ ４ ０ ） は 、 電 気 絶 縁 材 料 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の

電 気 接 続 ピ ー ス 。

【 請 求 項 ９ 】

　 前 記 安 定 化 本 体 （ ４ ０ ） は 、 前 記 第 １ の ア ー ム （ ３ ２ ） 及 び 前 記 第 ２ の ア ー ム （ ３ ３ ）

内 の 前 記 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 、 及 び 第 ４ の 端 表 面 （ ３ ６ ， ３ ６ ａ ， ３ ７ ， ３ ７ ａ ） 内 の 前 記

ス ト リ ッ プ 導 体 部 分 及 び ／ ま た は 更 な る ス ト リ ッ プ 導 体 部 分 に お い て 、 信 号 ク ロ ス ト ー ク

を 低 減 さ せ る 材 料 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 電 気 接 続 ピ ー ス 。

【 請 求 項 １ ０ 】

　 接 続 要 素 （ ４ １ ） が 含 ま れ 、 前 記 接 続 要 素 は 、 前 記 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 、 及 び 第 ４ の 端 表

面 （ ３ ６ ， ３ ６ ａ ， ３ ７ ， ３ ７ ａ ） を 貫 通 し 共 に 接 続 し 、 前 記 安 定 化 本 体 （ ４ ０ ） の 両 側

で マ ッ シ ュ ル ー ム 状 突 出 部 と し て 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ か ら ９ の い ず れ

か １ 項 に 記 載 の 電 気 接 続 ピ ー ス 。

【 請 求 項 １ １ 】

　 前 記 回 路 基 板 （ ３ ０ ） の 前 記 中 央 セ ク シ ョ ン （ ３ １ ） の 前 記 接 点 開 口 （ １ ２ ） は 、 前 記

密 閉 式 貫 通 接 続 （ １ ０ ） の 接 点 ピ ン （ １ １ ） に よ っ て 塞 が れ 得 る ま た は 塞 が れ 、 前 記 接 点

ピ ン （ １ １ ） に は ん だ 付 け さ れ 得 る ま た は は ん だ 付 け さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １

か ら １ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 電 気 接 続 ピ ー ス 。

【 請 求 項 １ ２ 】

　 内 視 鏡 で あ っ て 、 シ ャ フ ト 、 及 び 、 前 記 シ ャ フ ト 内 に 配 置 さ れ る 密 閉 式 画 像 生 成 ユ ニ ッ

ト を 備 え 、 請 求 項 １ か ら １ １ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 電 気 接 続 ピ ー ス を 備 え る 、 内 視 鏡 。

【 請 求 項 １ ３ 】

　 内 視 鏡 内 で 電 気 接 続 を 確 立 す る た め の 方 法 で あ っ て 、 電 気 接 続 ピ ー ス が 請 求 項 １ か ら １

２ の い ず れ か １ 項 に 従 っ て 提 供 さ れ 、 前 記 電 気 接 続 ピ ー ス を 接 触 さ せ る た め の 前 記 第 １ 及
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び ま た は 前 記 第 ２ の 接 点 技 術 及 び ／ ま た は 接 点 割 当 て が 選 択 さ れ 、

　 前 記 第 １ の 接 点 技 術 及 び ／ ま た は 接 点 割 当 て が 選 択 さ れ る と ：

－ 前 記 第 １ の 電 気 接 触 表 面 （ ３ ４ ， ３ ５ ） が 前 記 回 路 基 板 （ ３ ０ ） の 共 通 平 坦 側 面 上 に あ

る 状 態 で 配 置 さ れ る 前 記 中 央 セ ク シ ョ ン （ ３ １ ） の 第 １ の 側 面 （ ２ ８ ） は 、 前 記 画 像 生 成

ユ ニ ッ ト の 前 記 貫 通 接 続 （ １ ０ ） に 向 き 、 前 記 接 点 開 口 （ １ ２ ） が 前 記 貫 通 接 続 （ １ ０ ）

の 前 記 接 点 ピ ン （ １ １ ） 上 に あ る 状 態 で 設 置 さ れ 、 は ん だ 付 け さ れ 、

－ 前 記 第 １ の ア ー ム （ ３ ２ ） 及 び 前 記 第 ２ の ア ー ム （ ３ ３ ） は 、 互 い に 向 か っ て 屈 曲 さ れ

、 前 記 ア ー ム （ ３ ２ ， ３ ３ ） の 前 記 第 ３ 及 び 第 ４ の 端 表 面 （ ３ ６ ａ ， ３ ７ ａ ） は 、 重 ね 合

わ さ れ 、 共 に 接 続 さ れ る た め 、 前 記 第 １ の 電 気 接 触 表 面 （ ３ ４ ， ３ ５ ） は 外 方 に 向 き 、

－ そ の 後 、 前 記 第 １ の 電 気 接 触 表 面 （ ３ ４ ， ３ ５ ） と 更 な る 電 気 接 続 要 素 の 電 気 導 体 と の

導 電 性 接 続 は 、 前 記 第 １ の 接 点 技 術 及 び ／ ま た は 接 点 割 当 て に 従 っ て 確 立 さ れ 、

　 前 記 第 ２ の 接 点 技 術 及 び ／ ま た は 接 点 割 当 て が 選 択 さ れ る と ：

－ 前 記 第 ２ の 電 気 接 触 表 面 （ ３ ４ ａ ， ３ ５ ａ ） が 前 記 回 路 基 板 （ ３ ０ ） の 共 通 平 坦 側 面 上

に あ る 状 態 で 配 置 さ れ る 前 記 中 央 セ ク シ ョ ン （ ３ １ ） の 第 ２ の 側 面 （ ２ ８ ａ ） は 、 前 記 画

像 生 成 ユ ニ ッ ト の 前 記 貫 通 接 続 （ １ ０ ） に 向 き 、 前 記 接 点 開 口 （ １ ２ ） が 前 記 貫 通 接 続 （

１ ０ ） の 前 記 接 点 ピ ン （ １ １ ） 上 に あ る 状 態 で 設 置 さ れ 、 は ん だ 付 け さ れ 、

－ 前 記 第 １ の ア ー ム （ ３ ２ ） 及 び 前 記 第 ２ の ア ー ム （ ３ ３ ） は 、 互 い に 向 か っ て 屈 曲 さ れ

、 前 記 ア ー ム （ ３ ２ ， ３ ３ ） の 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 端 表 面 （ ３ ６ ， ３ ７ ） は 、 重 ね 合 わ さ

れ 、 共 に 接 続 さ れ る た め 、 前 記 第 ２ の 電 気 接 触 表 面 （ ３ ４ ａ ， ３ ５ ａ ） は 外 方 に 向 き 、

－ そ の 後 、 前 記 第 ２ の 電 気 接 触 表 面 （ ３ ４ ａ ， ３ ５ ａ ） と 更 な る 電 気 接 続 要 素 の 電 気 導 体

と の 導 電 性 接 続 は 、 前 記 第 ２ の 接 点 技 術 及 び ／ ま た は 接 点 割 当 て に 従 っ て 確 立 さ れ る 、 方

法 。

【 請 求 項 １ ４ 】

　 互 い に 異 な る 前 記 第 １ の 接 点 技 術 及 び 前 記 第 ２ の 接 点 技 術 は 、 以 下 の リ ス ト ： は ん だ 付

け 、 プ ラ グ 接 続 、 角 の ビ ア に よ る 接 続 、 の 中 か ら 選 択 さ れ 、 前 記 第 １ の 及 び ／ ま た は 前 記

第 ２ の 電 気 接 触 表 面 （ ３ ４ ， ３ ４ ａ ， ３ ５ ， ３ ５ ａ ） は 、 こ れ ら の 接 点 技 術 の う ち の １ つ

に よ り 、 選 択 的 に 接 触 状 態 に さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 方 法 。

【 請 求 項 １ ５ 】

　 前 記 第 １ の ア ー ム （ ３ ２ ） 及 び 前 記 第 ２ の ア ー ム （ ３ ３ ） は 、 少 な く と も ほ ぼ 同 じ 長 さ

を 有 し 、 互 い の 上 部 に 平 坦 に 少 な く と も 部 分 的 に 設 置 さ れ 、 前 記 重 ね 合 さ れ た 状 態 に お い

て 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 端 表 面 （ ３ ６ ， ３ ７ ） ま た は 前 記 第 ３ 及 び 第 ４ の 端 表 面 （ ３ ６ ａ

， ３ ７ ａ ） は 、 前 記 中 央 セ ク シ ョ ン （ ３ １ ） か ら 外 方 を 向 き 、 前 記 重 ね 合 さ れ た 状 態 に お

い て 、 前 記 中 央 セ ク シ ョ ン （ ３ １ ） と 共 に 、 実 質 的 に 対 称 な 三 角 形 を 形 成 す る こ と を 特 徴

と す る 、 請 求 項 １ ３ ま た は １ ４ に 記 載 の 方 法 。

【 請 求 項 １ ６ 】

　 前 記 重 ね 合 さ れ た 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 、 及 び 第 ４ の 端 表 面 （ ３ ６ ， ３ ６ ａ ， ３ ７ ， ３ ７ ａ

） は 、 前 記 画 像 生 成 ユ ニ ッ ト の 中 心 軸 ま た は 回 転 軸 上 に 実 質 的 に 設 置 さ れ る こ と を 特 徴 と

す る 、 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 方 法 。

【 請 求 項 １ ７ 】

　 平 坦 安 定 化 本 体 （ ４ ０ ） は 、 前 記 重 ね 合 わ さ れ た 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 、 及 び 第 ４ の 端 表 面

（ ３ ６ ， ３ ６ ａ ， ３ ７ ， ３ ７ ａ ） の 間 に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ３ か ら １

６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。

【 請 求 項 １ ８ 】

　 前 記 安 定 化 本 体 （ ４ ０ ） は 、 電 気 絶 縁 材 料 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ７ に 記 載

の 方 法 。

【 請 求 項 １ ９ 】

　 前 記 安 定 化 本 体 （ ４ ０ ） は 、 前 記 第 １ の ア ー ム （ ３ ２ ） 及 び 前 記 第 ２ の ア ー ム （ ３ ３ ）

内 の 前 記 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 、 及 び 第 ４ の 端 表 面 （ ３ ６ ， ３ ６ ａ ， ３ ７ ， ３ ７ ａ ） 内 の 前 記

ス ト リ ッ プ 導 体 部 分 及 び ／ ま た は 更 な る ス ト リ ッ プ 導 体 部 分 に お い て 、 信 号 ク ロ ス ト ー ク

を 低 減 さ せ る 材 料 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 方 法 。
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【 請 求 項 ２ ０ 】

　 前 記 第 １ の ア ー ム （ ３ ２ ） 及 び 前 記 第 ２ の ア ー ム （ ３ ３ ） は 、 前 記 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 、

及 び 第 ４ の 端 表 面 （ ３ ６ ， ３ ６ ａ ， ３ ７ ， ３ ７ ａ ） を 貫 通 す る 接 続 要 素 （ ４ １ ） に 接 続 さ

れ 、 前 記 接 続 要 素 （ ４ １ ） は 、 前 記 安 定 化 本 体 （ ４ ０ ） の 両 側 で マ ッ シ ュ ル ー ム 状 突 出 部

を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ３ か ら １ ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。

【 手 続 補 正 ２ 】

【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書

【 補 正 対 象 項 目 名 】 発 明 の 名 称

【 補 正 方 法 】 変 更

【 補 正 の 内 容 】

【 発 明 の 名 称 】 内 視 鏡 用 の 電 気 接 続 ピ ー ス 、 内 視 鏡 、 及 び 内 視 鏡 に お い て 電 気 接 続 を 確 立

す る た め の 方 法
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摘要(译)

用于内窥镜的电连接件和用于在内窥镜中建立电连接的方法技术领域本
发明涉电连接件包括具有中心部分（31），其通过所述接触销（11）
（30）的接触开口（12）穿过至少部分柔性的电路板。电路板（30）包
括第一和第二可弯曲的臂（32，33），臂（32，33）包括第一平坦的第
一接触表面（34，35）是在其中存在1和第二端面（36,37）。第二电接
触表面（34A，35A），面对第一和第二端表面（36，37）存在于所述第
三和第四端表面（36A，37A）。第一和第二接触表面（34,35,34a，
35a）被配置为使用不同的接触技术和/或接触分配进行接触。
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